北病棟チームカンファレンス記録

	A.O.M
	S.G.M

	
	


平成２４年４月１９日　(木)　　　司会：藤原　英佳　　記録：油津　裕子
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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事
＜連絡事項＞

・H23年度奨励金の支給について→4/26(木)15：30～18：00

　　　　　　　　　　　　　　場所：メンタルケア病棟3階会議室

　　　　　　　　　　　　　　詳細は、各自添付資料で確認してして下さい。

· 印鑑は、忘れずに持参(シャチハタ印不可)夜勤者･遅番は、原則銀行へ預ける事。

・症例検討会・行動制限最小化委員会～日時：4/24(火)13：30～

　　　　　　　　　　　　　　　　場所：病院２階会議室にて実施予定。

· 花見行事担当～日時：5/8(火)～5/11(金)　活動の時間：午前と午後に実施予定

　　　　　　　　　雨天の場合は、5/15・5/16・5/17の予定。

　　　　　　　　　北病棟は、路線バス利用　　患者様のバス利用往復：１，４００円

　　　　　　　　　スタッフ２名で付き添う

　　　　　　　　　おやつ：３００円・カロリー制限のある方は、病棟で管理されている分を

　　　　　　　　　　　　　持参となります。

· カンファレンス内でメンバーのグループ編成について話し合っています。ご意見のある方は、担当者までお願いします。

＜患者様連絡事項＞

・作業移動時について～患者様間でおしゃべりしながら移動している為時間要しています。特に

　　　　　　　　　　　管理棟から東病棟につながるオートドア付近は、故障の原因にもなりますので、付いたスタッフは、すみやかに移動する様誘導していきましょう。

· 五日市　規様～デイケア体験利用日：4/24(火)14：00～16：00　　　　　　　　　

上口JGMが付き添う予定となっています。

　

＜皮膚科診察＞

処置内容：変更なし。

・古川　富蔵様～両足底部に皮膚科診察前の火曜日の準夜帯でスピール膏を貼って下さい。

＜注目患者様ケース検討＞

· 稲垣　恵利子様～主治医より勝手に出て行かない事・出て行くと閉鎖病棟に行かなければ

ならない事・制約されて買い物に行けない事伝えられ｢あー、そうなの?

分かった分かった｣と頷いている。現在は、睡眠も取れており、日

課・プログラム等も支障なく行う事できています。睡眠状況・日課、プログラムの取り組み・所在確認を徹底していきましょう。

　　　　　　　　GAF：4/15～　25→21に変更となっています。

＜安ヶ平Drケースカンファ・診察＞

· 伊藤　五十二様～主治医～疼痛時のナパゲルン軟膏１本処方と排便２日間ない事から排便コ

ントロールの為、シンラック液１本処方されています。引き続き、疼痛や

排便の有無の確認をしていきましょう。

· 小笠原　禮子様～外痔核の疼痛時、ネリプロクト軟膏挿入の予測指示が4/19(木)～5/３（木）

　　　　　　　　　　まで出ています。疼痛の訴え時は患部確認し処置していきましょう。
　　　　　　　　　　　　　　　

· 十日市　利喜様～排便コントロールの為、4/19（木）～5/3（木）までシンラック液の予測指

示を主治医より頂いています。排泄状況について確認をしていきま

しょう。

· 赤坂　順市様～朝食後服薬した後、体がだるいとの訴えあるが、拒薬はない事情報提供

しています。本人も「普段からだるい」と話されています。

　　　　　　診察：薬のmg数が増えている事を説明され納得されています。体重88kgある事

から廊下歩行や間食の摂り方について考えるよう説明され了解しています。

　　　　　　　　　担当スタッフは廊下歩行・間食について検討していきましょう。

・上村　みわ様～「足がおかしい。」「たまに変な話が聴こえる。」と話し、プログラム参加を

　　　　　　　　　一時拒む事があります。余暇時は自室にて臥床傾向となっています。

　　　　　　　　　日課・プログラムの取り組み状況、余暇の過ごし方、睡眠状況について

　　　　　　　　　観察・確認をしていきましょう。又、帰宅要求も聞かれていますので

　　　　　　　　　所在確認を行いましょう。

　　　　　　診察：「足がモカモカする。」「正座してると疲れる。」と話しています。更に

　　　　　　　　　退院についての訴え聞かれています。治療継続の必要性につい

　　　　　　　　　ては拒絶や抵抗感を現す事はなく、了解示しています。

＜服薬自己管理・状況＞

· 大釜　万知様～服薬後のチェックを忘れる事多く見られています。声掛けしていきましょう。

· 古川　富蔵様～特に問題無く取り組んでいます。予定としては、１ヶ月位様子を見て、管理

日数を増やして行く方針で検討しています。

